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非肥満で糖尿病遺伝歴のない健常人19名に早朝空腹時30分安静臥床後MC Actrapid Insuli n 0.1 




上記現象が投与されたインスリンによる negative feedback に起因するものか，あるいは血糖降下
によるものかを明らかにするため次のような検討を行ったo 健常者の一部にわいて，早期空腹時に





低血糖状態での血中 CPR値低下は外来性インスリンによる勝B細胞への negative feedback による
ものではなく血糖変化そのものに規制されていることが明らかとなった。
次に先述の病的状態で、の検討を行ったが，すべて腎障害を伴わない症例を対象とした。


























の機構は血糖値に規制されており， insulinの feedback によるものではないことを巧みな実験条件下
で証明し，病的状態での変化をも合せ検討して臨床応用の可能性を示唆したものである。
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